
検電器・検相器・アースフック
修理・更新・点検のご案内

検電器、検相器、検電補助器具などの更新推奨時期

低圧 ３～５年

高低圧 ５～７年

高圧・特高 ５～７年

高圧・特高
（伸縮なしのタイプ）

５～１０年

断線・ほつれ

ひび割れサビ

修理・更新が必要です
点検受け賜わります

耐圧試験



検電器、検相器などは定期的に耐電圧試験をしてください
検電器などは長年使用すると汚れやヒビ割れなどで
耐電圧性能が低下する場合があります。
感電事故防止のために半年から１年に１回の

耐電圧試験を推奨しております。

本器の分解・改造はしないでください。
分解・改造により生じる一切の事故には責任を負いかねますのでご了承ください。

・薬品等で拭かないでください。清掃する場合は、やわらかい乾いた清潔な布などで拭くようにしてください。

・夏期の路上、自動車の中等、高温になる場所に置かないでください。
・落下、重量物の下敷きなど、衝撃や強い力が加わらないようにご注意下さい。
・保管する場所は直射日光の当たらない、屋内の感想した所を選んで保管するようにしてください。
・本機を破棄される場合は、産業廃棄物として処分してください。

保守・保管時の注意

点検、耐電圧試験、修理ご希望
の場合は長谷川電機工業まで
お問い合わせください。

アース線は必ず使用前確認を
・ アースフック
アース線の被覆ビニールが破れている場合、
発火、断線の恐れがあります。
また、「ほつれ」等は使用中の断線の危険性が高く重大な事故につながります。

目視検査をしてください
ヒビが入ると内部に水が入って電子回路の故障の
原因となります。
また、雨水などの水分がヒビに入り込み耐電圧性能が
保たれない場合があります。
ヒビは衝撃のほかに、アルコールなどの薬品でも
発生します。

・検電器

直流検電の場合、アース線断線時検電器が動作しません。
使用前点検時に、破れなど異常を確認した場合は使用を避け、
修理、又は更新の検討をお願いいたします。
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